
〈
新
刊
紹
介
を
読
ん
で〉

『
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
』

に

つ
い
て
の

紹
介
文
を
読
ん
で

尾
道
短
期
大
学
問
文研
究
室一編
『
漢
書
列
伝
竺
桃
抄』
に
つ
い
て
の
紹
介
文

が
本
誌
(八
O
松)
上
に
の
せ
ら
れ
た
と
と
は、
かつ
て
そ
の
仕
事に
た
ず
さ

わっ
た
もの
の一
人
と
し
て、
非
常に
う
れ
し
く
感
じ
た
乙
と
で
あっ
た。

と
こ
ろで、
そ
の
紹
介
文は、
紹
介と
は
い
う
も
の
の、
相
当
に
詳
細で、

そ
れ
な
る
が
故
に
ま
た
該
蓄に
対
する
多
く
の
批
判
を
も、
当
然
のと
と
と
し

て
表
明
し
てい
る。
勿
論、
そ
の
批
判の
な
か
に
は
し
た
が
うべ
き
もの
も
多

い
が、
多
少い
わ
れ
の
な
い
も
の
も
ま
じっ
てい
る
よ
うに
思
わ
れ
る。
わ
た

く
し
は
現
在
尾
道
短
大
在
職
の
身で
は
な
い
が、
同
書の
索
引
に
つ
い
て
は
責

任
の
大
半
を
お
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で、
補
説
を
も
か
ね、
一
言

批
判に
ζ
た
え
よ
う
と
思
う。
(
以
下、
大
休
紹
介
者
出
雲
朝
子
氏の
叙
述
の

販
に

し
た
が
う
)



「
解
題」
を
書
き
お
わっ
て
の
ち、
つ
ぎ
の
資
料に
気づ
い
た。

O
永
享
八
年
丙
辰
菊
節
点
句
読
了
重
艮
受
五
十
口
歳
在
志
林
院固定
歳三
月
八

日
退
相
国
之
席
(『
斯
道
文
庫
論
集』
第
五
斡、
三
七
七ペ
ー
ジ)

肝
腎
の
年
齢
の
とと
ろ
が
はっ
き
り
し
な
い
が、
乙
れ
に
よ
る
と、
竺
雲の

文
明二、
三
年
八
十二
歳
死
去
説
は
な
り
た
た
な
い。
『
右
文
故
事』
に
よっ

〈補注l〉

て
の
推
定
説
の
方
は、
依
然
と
し
て
成
立
可
能
で
あ
る。

円-oE『一四円出
に
つ
い
て
は、
指
摘
の
と
お
り、
慎
重
で
あっ
た
と
は
い
い
が

た
い。
「
封ズ
ル」
「
数ユ
ル」
の
不
備・
不
統一
に
は
弁
解の
余
地
が
な
い。

そ
の
他
の
例
に
つ
い
て
は、
ま
だ
多
少
疑
問
が
残
る。
例
を
ア
イ
マ
チ
に
と
る

と、
該
書
で
乙
そ
ア
イマ
チ一
形
で
あ
る
が、
史
記
抄に
は
ア
イ
マ
チ
(一
二

・
二
二
ウ
そ
の
他)
ア
ヤマ
チ
(一
0・
一
二
オ
そ
の
他
|
京
大
本
に
よ
り、

柳
田
征
司
氏
作
製
の
カ
l
ド
か
ら
恩
借)
の
両
形
が
み
え
る。
出
雲
氏
は
「ア

イ
マ
チ
は・
管
見
の
範
囲で
は
抄
物
に
他
に
例
を
見
出
だ
せ
て
い
な
い」
と
い

わ
れ
る。
「
抄
物
に
他
に」
が、
「
抄
物
の
な
か
で
は
玉
座
抄・
論
語
抄
以
外
に

は」
と
い
う
'意
味な
ら、
ほ
か
に
『
百
丈
清
規
抄』
に
例
(ニ・
一
七
ウ)
が

あ
り、
手
ア
イ
マ
チ
を
入
れ
る
な
ら
ば、
『
家
求
抄』
(
八・
一
九
オ
そ
の
他)

に
も
例
が
あ
る。
「
抄
物
の
他
に」
の
意
な
ら、
ヲ一一一口
継
卿
記』(
天
文一
四
年
正

月
廿
日)
の
傍
訓
に
も
み
え、
出
雲
氏
の
言ど
お
りで
は
な
さ
そ
う
で
あ
る。

い
ず
れ
に
し
て
も、
ιozrrz
に
つ
い
て
は、
抄
物
全
般、
あ
る
い
は
当
時
の

語
形
を
もっ
と
広
く
見
と
お
し
た
う
え
で
再
考
し
て
み
た
い。
た
だ、
索
引
作

製の
技
術
的
な
乙
と
が
ら
に
関
し
て
は、
わ
り
あい
簡
単に
解
決
で
き
る
方
法

が
あ
る
よ
うに関心
わ
れ
る。

つ
ぎ
に、
索
引
の
ミ
ス
と
し
て、

的
索
麺
カ
ヅ
キ
刷
居
村
サ
フ
ナ
イ

テ
川
ナ
ツ
シ
モ
ノ

『波書列伝竺桃抄』についての紹介文を読んで〈新刊紹介を読んで〉

(ニ)

制
上
マ
ウ
付
辱
メ
シ
セ

の
諸
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
川刊
付
は、
出
雲
氏の
指
摘
が
正
し
い。
川
は、

〈補注2〉

氏
の
説
も一
説
と
い
う
と
こ
ろで
は
な
か
ろ
う
か。
残
る
四
例
中、
判
例
は
あ

き
ら
か
に
氏
の
失
考
と
考
え
る。
制
は
「
奇
貨
可
居」
の
「
居」
で、
氏
は

「
索
引
で
は
ど
う
読
ん
だ
の
か、
落
ち
て
い
る
よ
う
で
あ
る」
と
し
て、
あ
ら

た
に
タ
ク
ワユ
(
ウ)
ル
の
訓
を
提
唱
さ
れ
た。
乙
の
語
は、
わ
た
く
し
に
と

っ
て
は
自
明
の
と
と
と
し
て、
「
奇
貨オ
クベ
シ」
の
訓
し
か
頭
に
う
か
ば
な

かっ
た。
そ
れで
も
念
の
た
め、
もっ
と
も
簡
便
な
方
法
と
し
て
『
和
玉
筋』

に
よ
り、
「
居」
に
オ
ク
の
訓
の
存
す
る
ζ
と
だ
けは
た
し
か
め、
索
引
で
は

オ
ク
の
項
に
入
れ
て
お
い
た。
出
雲
氏の
説
を
読
み、
あ
ら
た
め
て
大
型
か
ら

小
型
の
漢
和
辞
典
数
和、
そ
れ
に
『
広
辞
苑』
に
あ
たっ
て
み
た
が、
オ
クベ

シ
で
異
訓
は
な
かっ
た。
さ
ら
に、
史
記
抄に
は、

O
奇
貨
ナ
リ
可
置ト
云
タ
ヤ
ウニ
スル
ソ
(一
一
・
三
O
ウ)

と
み
え
る。
論
語
の
「
子
日
成
文
仲
居
察」
の
「
居」
に
対
す
る
論
語
抄
(
成

質
堂
叢
守
本)
の
附
訓
もオ
ク
で
あ
り、
抄
文
は
「聞記ハ
諸
侯ノ
ヲ
ク
カ
メ
ナ

リ」
(
公
冶
長)
と
なっ
て
い
る。
出
雲
氏の
タ
ク
ワユ
(フ)
ル
説
は
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て、
もっ
と
も
普
通
の
訓
で
あ
る
オ
ク
を
捨
て
る
必
要
は
な
い
と
考

え
る。
「
凡
例」
に
乙
と
わっ
た
よ
うに、
程々
の
都
合で、
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
「
漢
字
索
引」
を
かい
て
い
る。
も
し
乙
れ
が
あっ
た
な
ら
ば、
出
雲
氏

も、
「
居」
が
オ
ク
と
読
ま
れ、
「
索
引」
に
は
いっ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

で
あ
ろ
う。
し
か
し、
同
様
に
「
索
引
に
見
当
た
ら
な
い」
と
さ
れ
る
例
は、

「
漢
字
索
引」
が
あっ
た
と
し
て
も、
そ
の
所
在
を
見つ
け
ら
れ
ると
と
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か。
氏
が
「
上」
と
見
ら
れ
て
い
る
もの
を、
わ
た
し
は

「
止」
と
し
た
の
で
あ
る。
い
ま、
ζ
の
抄
文に
対
す
る
原
漢
文
を
み
る
と、

O
皆
賜一回同
爵、
復
其
家、
予
冬
夏
衣、
康
食、
能
自
給
而
止(
巾
筆
書
局
刊、

二
二
八
六ペ
ー
ジ)
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と
あ
る。
ζ
の
漢
文
を
知っ
て
抄
文
を
み
れ
ば、
あ
き
ら
か
に
そ
乙
で
も「
止」

と
なっ
て
い
る
ζ
と
が
わ
か
る。
出
雲
氏の
見
ま
ち
が
え
で
あ
ろ
う。
索
引
で

は、
ト
(ド)
マ
ラ
ウ
と
し
た
かっ
た
が、
「
止マ
ウ」
と
あ
る
の
で、
ヤマ

ウ
と
し
て、
ヤム
の
項
に
入
れ
た。

抄
物
の
文
は、
い
う
ま
で
も
な
く、
原
漢
文
に
対
す
る
解
釈
文
で
あ
る
が、

そ
の
解
釈
文
が、
原
漢
文
に
対
し
て
今日
の
わ
れ
わ
れ
が
持つ
もの
とい
つ
も

同一
で
あ
る
とい
う
保
証
は
な
い。
あ
るい
は、
今
日
の
目
か
ら
み
れ
ば、
原

漢
文
か
ら
まっ
た
く
離
れ
て
い
る
と
思
え
る
もの
も
あ
る
か
も
知
れ
ない。
そ

う
考
え
る
と、
抄
の
文
を
で
き
る
だ
け
独
立
し
た
もの
と
し
て
と
り
あ
っ
か

い、
そ
の
抄
文
の
範
囲
内
で
合
理
的
に
解
釈
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
と
る
の

も、
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う。
同
の
「
リ」
を
「
理」
と
さ
れ
る
の
も、
そ
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
み
れ
ば、
納
得
で
き
ない
ζ
と
も
な
い。
し
か
し、
索
引

ア」
み」晶、0;・

奥
兄
仲
間
居、
以
貸
為
騎
郎、
事
文
帝、
十
年
不
得
湖、
亡
所
知
名。

釈
之
日、
「
久
宣
減
仲
之
産、
不
遂」、
欲
免
帰
(二
三
O
七ペ
ー
ジ)

に、
「
理」
と
表
現
さ
れ
そ
う
な
怠
の
み
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら、
「
兄ノ
煩ヒ
ニ

ナ
ツ
タパ
カ
リ
ゾ」
と
考
え、
附
属
語パ
カ
リ
は
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る。
川刊
に
つ
い
て
は、
ま
ず
氏
の
引
用
の
不
正
確
な
こ
と
を
指
摘
し
て
お
乙

ぅ。
正
確
に
は
「
使
士
|
士
トハ
サ
フ
ナ
イ
サ
プ
ラ
イ
ホ
ト
ノ
者一一
負ハ
ス
ル

ソ」
で
あ
る。
傍
線
の
部
分
を「
隻
無イ」
と
解
釈
す
れ
ば、
上
の
「
士
卜ハ」

が
浮
き
上っ
て、
抄
物
の
文
章
と
し
て
わ
た
く
し
に
は
妙
に
感
じ
ら
れ
る。
索

引
は、
「
古
之
王
者、
太
子
乃
生、
固
挙
以
礼、
使
士
負
之」
(ニ
二
四
八ペ
ー

ジ)
を
参
照
し、
「
使
士
l
士
トハ
サ
プ
ラ
イ、
サ
プ
ラ
イ
ホ
ド
ノ:・」
と
読

み、
サ
プ
ラ
イ
を
重
出
さ
せ
た
の
で
あ
る。

巻
末
「
未
詳」
の
項に
あ
るコ
ヤ
ル
に
つ
い
て
の
氏
の
説
は、
サコ
ソ
ヤ
ツ

、
ラ
ウ
で
あ
る
が、
ヤル
で
は
怠
が
通
ら
な
い。
む
し
ろサコ
ソ
ア
ッ、
ラ
ウ

l
サ
モ
ア
ラン
と
感
心
し
た
窓
に
と
る
の
が
渓
文
の
趣
き
に
近い
か
と
思
う。

コ
ヤ
ル
を
修
正
し
た
い。

「
未
詳
の
項
に
入っ
て
い
な
い
語
で
も:
あ
る
い
は
i
未
詳
の
項に
入
れ
る

べ
き
もの」
と
さ
れ
た
もの
に、

例
ア
ツ
川イ
カ
カ
リ
ナ
同エ
イ
オ
ウ
糾
ケコ
伺ユ
タ

の
諸
例
が
あ
る。
こ
の
う
ち、
現
在
普
通
の
辞
書で
知
れ
る
もの
に、
川門
的の

二
つ
が
あ
る。
川刊
は
『
大
辞
典』(
平
凡
社)
に
長
門
本
平
家
物
語・
史
記
抄・

幸
若
(
烏
帽
子
折)
の
例
が
あ
げ
で
あ
り、
「ゃ
う
す、
有
様、
形
勢」
の
語

釈
が
附
せ
ら
れ
て
い
る。
伺は
同
様
『
大
辞
典』
に
「
雨
打・
雪
打」
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
もの。
節
用
集
の
類に
も
「
雨
打
殿
堂
之二
章一
目」(
弘
治

二
年
本)
と
み
え
る。
「
箱ハ
ユ
タノ
ヤ
ウ
ナ
処ソ」
の
「
箱」
に
まど
わ
さ

れ
た
もの
で
あ
ろ
う
か。
原
漢
文
を
参
照
し
た
な
ら、
す
ぐ
見
当
のつ
く
語
で

あ
る。
小
型
漢
和
辞
典に
も
「
箱
は
府(ひ
さ
し
ご
と
し
る
さ
れ
て
い
る。
同

は
辞
典
未
登
載
の
語
ら
しい
が、
「
未
詳」
と
すべ
き
ほ
ど
の
語で
は
な
い。

柳
閏
征
司
氏に
史
記
抄
の
カ
l
ド
を
検
索
し
て
も
らっ
た
と
ζ
ろ、
簡
単
に一

O
例
近
く
を
え
た。

O
サ
モ
ナ
イハ
比
間エ
イ
ヲ
ウノ
事
テ
イ
ヤ
ト
ヲ
せ
ラ
レ
タ
ヲ:E
(七・
七

オ)
Oヱ
イ
ヲ
ウ
ト
云テ:・
(
八・
五
ウ)

O
詩
話
ナン
トニ
ハ
エ
イ
オ
フ
云タ
ソ
(一
七・
ニ
オ)

わ
た
く
し
の
手
も
と
の
カ
l
ド
に
も、
社
詩
続
翠
抄・
百
丈
清
規
抄・
四
河

入
海・
三
体
詩
絶
句
紗・
家
求
抄
の
例
が
み
え
る。
意
味は
ナン
ヤ
カ
ヤ
ト、

イ
ロ
イ
ロ
ぐ
らい
の
と
乙
ろ
で
あ
ろ
う
か。
例
川
は一
連
の
もの
で、

ヲサハザキヲ
lilli
t--Illi--11il

O
此
年
少
推
鋒
iアツハ
イ
カー11
引例
ソ
(二
四)
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nl!�列伝竺桃抄』についての紹介文を読んで

が
原
抄
文
で
あ
る。
ま
ず
ア
ツ
は、

O
外
道
ト

モ
魔
ト

モ
云
テ
ハ
ア
ツ
カ
タ
メ
ニ
ハ
過
分
ナ
推
参
ナ
事
ソ
(
百
丈

清
規
抄
三
・

四
六
ウ)

を
参
照
し
て、
ア
イ
ツ
と
同
意
語
と
考
え
た。
カ
イ
ツ
|カ
ツ
あ
る
い
は
ヤ
ツ

|ア
ツ
の
ど
ち
ら
が
可
能
性
あ
る
傍
証
と
な
る
か
し
ら
な
い
が、
と
に
か
くこ

の
よ
う
な
ア
ツ
と
考
え
た。
イ
カ
カ
リ
ナ
は、
史
記
抄の

ヲスヲ

llil--lili--

O
推レ
鋒
l

利
引引
制
引
リ
ナ
ル
コ
ト
ソ 、
少
イ
モ
ノ
、

正
株ナ
イ
計
ソ(一

五
・

一
ウ)

に
よ
り 、
「
猪
カ
カ
リ」

(
カ
カ
リ
は
状
態
・

様
子
の
芯)
と
考
え
た 。
「
猪
武

者」(
本
抄
に
用
例
あ
り)
は
イ
ノ
シ
シ 、
ζ
ち
ら
は
イ 、
そ
れ
に
勿
論
仙
の
用

例
も
みつ
かっ
て
い
な
い。
あ
るい
は
「
未
詳」
へ
入
れ
た
方が、
ζ
れ
は
ね

〈補注3〉

当
で
あっ
た
か。

テ
ヲ

III-』IlI---

O
念
鬼
日
iヵ、
ゥ
せ
ト
云
ヤ
ウニ
:
(一)

は、
柳
田
征
司
氏の
教
示
に
よっ
て、
『
狂
言
辞
典』
を
み
る
と、「
が
ど
う
じ」

の
項に
「
元
興
寺:
と
乙
に
現
わ
れ
た
鬼を
退
治
す
る
話
は・
有
名
な
の
で
鬼

の
ζ
と
を
言
う」
と
あ
り、
『
古
本
能
狂
言
集』
か
ら
の
挙
例
が
あ
る。
ま
た

「
が
ど
ぜ」
も
見
出
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
間
合
が
ζ
と
な
る
が、
乙

れ
を
擬
し
て
あ
や
ま
りな
い
で
あ
ろ
う。

O
欲
与
乱
|

面
白
マ
、

母
ヲ
若テ
カ
サ
ウ
ト

ス
ル
ソ
(
六
六
ペ
ー
ジ)

に
つ
い
て、
出
雲
氏の
傍
線
は
「
若ナカ
サ
ウ」
の
部
分
まで
あ
る
が、
カ
サ

ウ
は
す
で
に
「
未
詳」
の
箇
所に
あ
げ
て
あ
る
の
で、
「
若テ」
の
部
分
まで
の

あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う。
と
乙
に
対
す
る
私
見
は、
『
和
王
篇』
に
あ
る
「
若」

の
訓
「
ハ
カ
ル」
を
も
と
に 、
「
マ
マ
母
ヲ
若テ
(
ハ
カ
リ
テ
l

だ
ま
し

て)
ヲ

カ
(
犯)
サ
ウ
トス
ル
ゾ」
で
あっ
た。
引
用
は
略
す
が、
と
れ
は
原
漢
文の

意
に
も
あ
い
そ
う
に
思
え
る。
し
か
し、
「
若」
に
対
す
るハ
カル
が一
般
的

〈新刊紹介を読んで〉

で
な
い
の
と、
「ヲ」
の
誤
脱
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
跨
踏
し
た。

「
土木
詳」
の
項
に
「
カ
サ
ウ」
だ
け
を
入
れ
た
の
は
手
洛
ちで、
「
若テカ
サ
ウ」

全
体
を
入
れ
るべ
き
で
あっ
た。

さ
て、
以
上
は
な
は
だ
簡
単
に
で
は
あ
る
が、
出
雲
氏の
提
出
さ
れ
た
疑
問・

批
判の
範
囲
内
に
限
定
し
て、
一
応の
答
え
を
し
た
つ
も
りで
あ
る。
乙
の
な

か
に
は、
依
然
と
し
て
わ
た
く
し
の
頑
迷
国
随
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
もの
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い。
し
か
し
また、
原
漢
文
を
ど
れ
だ
け
抄の
文の
解
釈に
反

(注)

映
さ
せ
る
か
の
点で、
異
なっ
て
き
た
もの
が
あ
る
よ
うに
も
思
わ
れ
る。

最
後
に、
折
角
紹
介の
労
を
とっ
て
い
た
だ
き
な
が
ら、
こ
の
よ
う
な
文
を

し
る
す
非
礼
を
あ
え
で
し
た
こ
と
を
心
か
ら
謝
し
た
い。

注
コ

リ
ャ
l
ド

の
辞
書
の
日
本
語
に
つ
い
て
も、
同
様
な
と
と
の
考
え
ら

れ
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

拙
稿
「
コ

リ
ャ
l
ド
の

辞
舎
に
お
け
る

出
典
と
乙

と
ば
」
(
『
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
会
会
報
』

第
一

二

年
三
・

四
合
併
号)

参
照
。

(
七

0
・

五
・

二
五
)

投
杭
後
の
気
づ
き
を
補
注
の
か
た
ち
で
し
る
し

て
お
く 。

〈
紛
注
1〉
『
五
山
文
学
新
築』
付
(
三
二
六
ペ
ー
ジ)

の
記
事
に
よ
る
と 、

七
十
八
歳
は
究
正
二
年
か。

〈
柿
注
2
〉

「
ナ
ツ
ジ
モ

ノ
」
(
成
物)

の

例
が

『
速
歩
色
葉
集
』

に
あ
っ

た

(
臨
川
書
庖
刊
絞
製
本
一

六
六
・

三

六
六
ペ

ー
ジ
)
。

〈
補
注
3〉

次
の
は
同一
例
か。
窓
味
K
つ
い
て
は
再
考
の
要
が
あ
る
が。

(
7
、
)

O日日
同
組
ノ

太
子
蕊
帝
セ
イ
ガ
ユ

ワ
ウ
ダ
ラ
リ
ト
シ
テ
ィ
ヤ
カ
リ
ナ
ソ

(
玉

附胆
抄
八
・

四
三
オ)

81 

(
大
塚

光
信




